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原著

千葉県印搭沼水系における外来種カミツキガメ

(Chelydra serpen tina)の食性

辻井聖武¥矢部監料・日野輝明氏

要約 カミツキガメ (Chelydraseゆentina)は北米大陸原産の大裂の淡水カメで， 1960年代に日本に持ち込まれ，遺棄など

により野生化してしまったため， 2005年に特定外来生物に指定された.本稜は日本の在来カメ類より大型で、繁殖カも強い

ことから，捕食や競争による在来生態系への影響が懸念されている.本研究では，千葉県印旗沼水系で、環境省による駆除

事業で処分されたカミツキガメを用いて，その食性を明らかにするために淘腸内容物の分析を行った.全体的には雑食性

で，動物質から植物質にいたるまで幅広い内容の餌を採っていたが，その中でも節足動物のアメリカザリガニ

(Procambarus clarku)とイネ科植物のヨシ(Phragmitesaustralis)が最も多く検出された.雌雄陪および体サイズ問で食性に

宥意な差はなかったものの，大型の個体では，鳥類のカイツブリ (Tachybaptusntficollis)や補乳類のアズマモグラ(Mogera

imaizumit)などの大型の脊椎動物を食べていることが確認された.

キーワード:印猪沼，カミツキガメ，外来種，食性

Food Habits of the Introduced Snapping Turtle (Chelydra serpentina) in the Imbanuma Basin， Chiba 

Prefecture， Central ]apan (Masamu TSUJII *， Takashi YABE ** and Teruaki HINO *) 

Abstract Snapping Turtle (Chelydra sel沙問tina)，designated by law as an invasive alien species in ]apan， is a large fresh蜘

water turtle native to North America. Because this species is larger in body-and c1utch-size than ]apanese native turtles， the 

impact through predation and interspecific competition on lake ecosystem are expected to be considerably large.τ'his study 

examined the stomach contents using individuals killed in the project by the Ministry of Environment to exterminate the 

Snapping Turtle in 1mba-numa， Chiba Prefecture.τ'he specimens showed omnivory by consuming a wide range of food from 

animals to plants.τ'he most abundant prey items were the Red Swamp Crayfish (Procambarus clarkiz) and Common Reed 

(Phragmites australis). Significant sex-and size-differences in food contents were not found. However， only larg巴rindividuals 

preyed on larger vertebrates such as Li社leGrebe (Tachybaptus ruficollis) and Small] apanese Mole (Mogera imaizumu). 

Key words: 1mbanuma， SnappingTurtle (Chelydra seゆentina)， introduced species， food habit 
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緒 正蕊

外来生物とは，国内外を関わず本来の分布域を超えて

人為的に導入されることによって，新しい環境で世代を

繰り返して生息し続ける生物のことである.研究対象と

したカミツキガメ (Chelydraserpentina)は， 1960年代以降

アメリカ合衆国からベットとして輸入され(安川， 2002)， 

千葉県印揺招をはじめとするいくつかの水系では繁殖も

確認されている外来種である (Kobayashiet al.， 2006) .本

種の平均背Ej3長は40cmで、最大49.4cmの記録がある (Emst，

2008) .在来種であるニホンイシガメ (Mauremysjaponica， 

*名城大学農学部環境動物学研究室
帥愛知学泉大学現代マネジメント学音部E 
E-mail: quie巴c一roa紅r826@yahoo.c∞0仏吋.j
2却01日1年1ロ2月2日受付
2012年 2月9日受理

以下イシガメ)の20cm，クサガメ (Chinemysreevesii)の

25cm，ニホンスッポン (Pelodiscussinensis，以下スッポン)

の25-30cm(内山ら， 2002) に比べて大型である.また，

カミツキガメの一聞の産卵数は，平均35儲，最大104個で

あるのに対し(班i11eret al.，1989)，在来種のイシガメの6個

前後，クサガメの4~11個，スッポンの1O~40個(内山ら，

2002) よりも多産である. カミツキガメの食性は，在来

カメ類と開様に肉食傾向の強い雑食性で，活発に捕食し

(Emst and Lovich 1994) ，体の大きさや繁殖力の違いから，

カミツキガメの分布の拡大や個体数の増大にともない，

競合による在来カメ類への影響は大きいことが予想、され

る.また，捕食による在来生態系への影響や攻撃的な行動

による人間への危害，さらに漁具の破損や漁獲物を食害

するなどの可能性も懸念されている(安川， 2002). さら

に，本種は水底俳畑に特殊化したカメであるため (Emst

and Lovich 1994) ，野外での発見は閤難である.このよう
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なことから，本種は2005年に制定された外来生物法によ

って，特定外来生物に指定され，日本の侵略的外来種のワ

ースト100に含まれている(宮本生態学会， 2002). 

定着した外来韓の個体群密度を効果的に低下させるた

めには，その生物の生息地，行動闇，食性，生活史，個体

群の構造などの侵入地における基本的な生態情報が必要

である.これまでに，小林 (2000)や同本 (2008，未発表)

による食性の調査において，主に甲殻類や単子葉植物を

採餌していることが確認されているが，定量的な分析は

行われていないために，定着したカミツキガメが捕食に

よって在来生態系へどのような影響をおよほしているか

は不明のままである.千葉県印膳招水系の河JlIでは，環境

省による駆除モデル事業(自然環境研究センター請負)と

して， 2005年からカミツキガメの捕獲が行われてきてい

るが，捕食による在来生態系への影響が大きいことが分

かれば，駆除の規模拡大による大幅な個体数縮小を緊急

に進める必要がある.本研究はこの事業に対して有効な

情報を提供するために，駆除された僧体を用いて，胃腸内

容分析から食性の詳説11を明らかにするとともに，その雌

雄間および体サイズ間の違いを比較した.

材料と方法

環境省による駆除モデル事業(自然環境研究センター

請負)において， 2010年に千葉県印勝沼水系(高崎川，鹿

島}II，南部川)で捕獲駆除され，冷凍処分された275個体

を材料として用いた.捕獲方法はカメ用捕獲民(長径72

センチ)を用い，民の付け餌にはサパの頭を用いた.冷凍

された偲体は解凍援に，個体識別のため背甲縁甲板の外

縁部の前後在右にドリルで穴を開け，その組み合わせに

よって番号を振り分けた(矢部， 2007;小林， 2008).各

僧体の叩長を測定した後，解剖して各個体の生殖巣(オ

ス:精巣，メス:卵巣)を採取して雌雄の確認を行った.

解剖によって胃腸から採取した内容物はパットに移し

硝化物が流れないように砂や泥を洗い流し，その後に内

容物を10%ホルマリンで固定した.ホルマリンから取り

出した胃腸内容物は0.5mm網目のふるいや茶漉しにかけ砂

や泥を落とし，パットに内容物を広げ，可能な限り科一属

一麓の縮かい分類群まで同定し，それぞれの内容物はね

じ口瓶に入れ， 10%ホルマリンで崩定した.そのi器に，検

出された餌用のサパの頭は取り除いた.カミツキガメは

一般に丸呑みで餌を摂食するため，胃腸内容物から細か

い分類群まで向定することがある程度まで可能である.

問定した胃腸内容物は，動物については，暗乳類，鳥類，

Jf~虫類，両生類，魚類，見虫，甲殻類，貝類，植物につい

ては，上手子葉植物，双子葉植物，種子，藻類・水草，朽

葉・流木にまとめて分類した.消化率の違いから胃腸内

容物を定量的に比較するのは困難であるため，それぞれ

の内容物を採っていたカメの偲体数の割合を出現割合と

して，次の式によって求めた.

ある胃腸内容物を採餌していたカミツキガメの偲体数

胃腸内容物の確認ができたカミツキガメ会個体数
x100 (%) 

胃腸内容物について雌雄間および体サイズの違いによ

る比較を行った.岡本 (2008，未発表)は背申長170mm

でメスがf生成熟に達すると報告していることから，背Ef3

長170mmを体サイズの大小の境界値とした.食性の雌雄

間，体サイズ間の違いの分析はカイ二乗検定を行った.検

定は必要なサンプル数を満たすために，陸生脊椎動物(暗

乳類・鳥類.Jf~虫類)，水生脊椎動物(両生類・魚類)，陸

生無脊椎動物(見虫)，水生無脊椎動物(甲殻類・貝類)， 

植物質(単子葉植物・双子葉植物・種子.i菜類など)の5

グルーフ。に分けて行った.

結果

生殖器による雌雄判別の結果，オスが119個体，メスが

89個体，性別不明が67儲体であった.不明個体は幼体か

もしくは腐敗によって雌雄判別ができなかった僧体であ

る.メス89個体のうち22個体については，年内に産卵可

能性のある卵殻の発達した卵を確認した.背甲長の平均

値はオスが209.86:t60.06mm(n需 121)，メスが206.49:t

56.84mm (n=89)で両者の間に有意な差はなかった(図1，

t-test: t=0.413， df需 196，P>0.05). 

胃腸内容物が検出されたのは，オス62個体，メス45個体，

性別不明16個体の合計123個体であった.全個体の胃腸内

容物のうち，最も出現割合が高かったのは甲殻類で6割以

上の個体から検出され (61.5%)，そのほとんどはアメリカ

ザ、リガニ (Procambarusclarkii)であった(図2，表1).次い

で、出現割合が多かったのは単子葉植物で (58.0%)，そのほ

とんどは調査河川で繁茂しているヨシ(Phragmitesaustralお)

であった.魚類の出現割合は23.1%で、3番目に多く，その内

訳は，多くはスミウキゴリ (Gymnogobi附抑おchilie加 is)や

オオクチパス(Micropterussalmoi，ゐゆなどであったが，消化

されて判別ができない個体も存在した.以下，出現割合が

多い}II買に，種子 (19.6%)，藻類・水草 (16.8%)，桁葉・

流木等 (15.4%)，昆虫 (11.9%)，両生類 (6.3%)，双子葉

植物 (6.3%)，鳥類 (4.9%)，貝殻 (4.9%)，晴乳類 (4.2%)

であった.昆虫類のほとんどは水生ではなく陸上性の種類

であった(表1).出現した割合は低いものの，鳥類ではカ

イツブリ (Tachybaptus問rficollis)，暗乳類ではアズマモグラ

ω10gera imaizumii)等が検出された.これら以外にも，判
別不明の沼化物や石，釣り針，釣り糸，プラスチック，タイ

ル，羽毛，ビニール，新開，ガラス，ゴミ袋が検出された.

食性をオス62偲体とメス45倒体との間で比較すると，

貝類はオスだけで見られ，種子の出現割合はオスがメス

の3倍近く高いという特徴が見られたものの，食物を5グ

ループに分けて行ったカイニ乗分析では有意な差は無か
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い種であるといって良いだろう.水生の動物も含めて，こ

れらの動物はカミツキガメによって選択的に捕食された

と考えられる.その一方で、，水底に沈んで、いるものや水面

を流れているものを無選択に捕食していたと考えられる

ものも多い.それは，石，プラスチック，タイル，ガラス

などの人工物も胃内容から多く検出されたことから裏付

けられる.陸生の見虫類や穂子や朽葉・流木片などもま

た賠圏の陸地環境から川に落ちたものが食べられたのだ

ろう.

食性は，雌雄間では違いが認められなかったが，体サイ

ズによる違いが見られた.大型の個体では，カイツブリや

アズマモグラのような大型の動物が検出されたが，小型

の個体からは大型の動物が検出されなかった.また，アメ

リカザリガニについても，大型個体では丸ごと一匹が複

数匹検出されたのに対して，小型個体ではIf'殻の一部な

どしか検出されなかった.したがって，幼体の時には，貝

類や小さいザリガニ，昆虫などを捕食し，体サイズが大き

くなるにつれ，鳥類やH甫乳類などの大型の動物を捕食す

ると考えられる.

今回の調査からは，カミツキガメの館内容となってい

るものは，比較的個体数の多い普通穂であったため，捕食

によって特定の希少種等の絶滅の危険性を高めていると

いうデータは得られなかった.しかし，駆除偲体数が年々

増加していることから，印搭招水系での偲体数の急、激な

増加が推測される.胃腸内容物における藻類の出現割合

の短期間での著しい低下がみられたことから，水中の植

生環境を変えている可能性がある.また，今後個体数が増

加するにつれて，カイツブリやアズマモグラなどの僧体

数に大きな影響を及ぼす可能性も否定できない.また，主
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察

2010年の千葉県印踏沼水系で行われた環境省による駆

除モデル事業によって，防除されたカミツキガメ 123個体

の胃腸内容物の結果からは，アメリカザ、リガニとヨシの

割合が半分を占めていた.2010年の岡本 (2008，未発表)

は，本研究と同様に， 2008年に捕獲駆除されたカミツキ

カ、、メ81個体を用いて，胃腸内容物の出現割合を調べてい

る.その結果によると，アメリカザリガニを主体とする甲

殻類とヨシを主体とする単子葉類がともに70%以上で，食

性の大部分を占めていた.本調査でもi可様な結果になっ

たこと治、ら， こ n らカt印~rì1 i志士或のカミツキガメにとっ

て，安定した主要な餌資源であるということができるか

もしれない.ヨシについては，アメリカザリ:ガニが捕食者

から逃れるためにヨシの植生に臨れたところを一緒に捕

食した可能性もある.その一方で，胃腸内容物にヨシしか

検出されなかった偶体も発見されていることから，ヨシ

をカミツキガメが餌として選択的に摂食していたかどう

かについては，栄養摂取の点から今後明らかにしていく

必要がある.岡本 (2008，未発表)との調査結果との最も

大きな違いは，藻類・水草の出現割合が70%近くから20%

以下とこの二年間で著しく低下していたことである.そ

のため，カミツキガメの採餌によって印搭沼水系の藻

類・水草の現存量が減少している可能性がある.しかし，

他の餌内容の出現割合については大きな変化はみられて

いないことから，この5年間で食性の大きな変化はないと

，IG'，われる.

カミツキガメは水鹿俳個性のカメであるにもかかわら

ず，陸生の動物を捕食していることが分かつた.アズマモ

グラは移動手段として河川を泳いでわたることがあるた

め，そのときに食べられた可能性がある.胃内容から出現

した動物で最もサイズの大きかったものは，体長約30cm

のカイツブリである.30cmという体長は餌として限界の

サイズかもしれないが，水鳥としては小型で、あり，繁殖も

採餌も止水域や河川!なと守の水域で、行われ，国内に生息す

る烏の中ではカミツキガメによる捕食の可能性が最も高

った (x 2 =0.823， df=4， p=0.935，鴎3).また，背申長が
170mm以上の77偲体と170mm未満の30個体との間で比較

すると，小型の個体からは昆虫や小型のアメリカザリガ

ニの甲殻の一部といった，比較的小さい動物が多く検出

された.大型の個体の胃腸内容物からは，小型の個体から

は出現しなかった大型のアメリカザリガニ丸ごと一匹や

捕乳類アズマモグラが出現した.また，鳥類のカイツブ1)， 

両生類，藻類・水草，朽葉・流木等の出現割合は大型の個

体で高かったのに対して，昆虫や種子の出現割合は小型

の個体で、高かった.しかしながら， 5グループに分けて行

ったカ千二乗分析では有意な差は認められなかった(図4，

X 2 =5.50，df=4，p =0.239) . 

o 
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背司P葺(闘)

図1:千葉県印勝沼流域で捕獲されたカミツキガメのオスとメ
スの背甲長の分布



千葉県知緩沼流域で捕獲されたカミツキガメの胃腸内容物

網 目科

滋子葉植物線 イネ自 イネ科

ヒjレムシ口事ヰ
トチカガミ科

グミ科

イネ科
カヤツリグサ手ヰ
ユ1)科
マメ科

ヤブコウジ科
パラ手斗

ホシミドロ不↓
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表 1

ヨシ
手重

ヨシ属
島

様物体積物質

オオカナダモオオカナダモ鼠トチカガミ目

双子葉様物網
種子

ウメ

アメリカザリガニ

サクラ廃
splrogyra Sp. 

アメリカザリガニ属アメリカザリガニ科

オサムシ科

ガムシ手ヰ
コガネムシ幸ヰ

ホシミドロ自

エピ目

コウチュウ目
lfI殻総
昆虫繍

藻類

節足動物類動物質

ケラ科
カマドウマ科

セミ手ヰ

チョウg
ハエ目
バッタ閤

カメムシ目

カエル田

原始紐舌毘

栴限EI

JII害虫類
両生類
貝類

スミウキコリ
オオクチパス

カイツフリ
アズマモグラ

ウキゴリ属
オオクチパス麗
カイツブ1)属

モクラ属

タニシ科
オナジマイマイ科

ハゼ科

サンフィッシュ寺ヰ
カイツブリ手ヰ

モグラ手ヰ

ススキg

腹足縞

二枚貝繍

魚網魚類

カイツブリ目
トガリネズミ自

ネズミ自

鳥類
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要な餌はアメリカザリガニ，ヨシということが明らかに

なったが，これらの生物の採餌が他の生物にもたらす間

接的な影響を検討する必要がある.とくに，アメリカザリ

ガニは外来種として生態系に大きな影響を与えているこ

とが知られている (Maezonoand班iyashita2004) ため，

カミツキガメの駆除と平行してアメリカザリガニの駆徐

も進める必要があるだろう.また，千葉県印勝沼水系に生

息するクサガメも雑食性で，甲殻類や水主主なども捕食す

る(内山ら， 2002).今後カミツキガメの個体数が増加し

ていけば，餌資源の競争でクサガメなどの在来のカメ類

の減少する可能性がある.引きつづき捕獲駆徐を継続し

ていくだけでなく，捕獲効率を上げるための工夫や捕獲

範囲を拡大し，カミツキガメの個体数を早急に減らして

いく必要がある.

12113 :千葉県印勝沼流域で捕獲されたカミツキガメの関腸内容物の
出演説会の鍛雄聞及び背中長サイズ間の比較

本研究を行うにあたり，名城大学環境動物学研究室の

新妻靖章漁教授から多大な助言・指導を頂いた.自然環

境研究センターの高橋洋生氏からはカミツキガメの提供

をしていただいただけでなく，カミツキガメに関する情

百幸謝

ηぉ123

殴2:千葉県印勝沼流域で捕獲されたカミツキガメの会側体の胃腸内
容物の出現頻度
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報の提供もしていただいた.和亀保護の会の西堀智子氏

にはカミツキガメの解剖の祷助をしていただいた.また，

名城大学環境動物学研究室および愛知学泉大学矢部研究

室の学生の方々には解剖の補助をしていただいた.これ

らの人々に摩く御礼申し上げる.
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